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音響信号の事象検出装置

音響信号に含まれる事象生起に関する情報を検出する装置、人
間の知覚と一致する形で音響信号から事象の検出を行う装置。

人間の知覚に近い態様で音響信号に基づいて事象を検出する事象検出装置を提
供する。

本発明によれば、より正確な事象の生起点が検出でき、ボトムアップ的な処理が実
現できるので、人間の知覚に近い態様で音声信号に基づいて事象を検出すること
ができる。

本発明事象検出装置５２は、
入力音響信号に対して人間
の外耳及び中耳の特性　を
反映したフィルタ処理を行う
バンドパスフィルタ６０と、人
間の内耳特性を模したフィル
タ処理を行うフィルタバンク６
２と、事象生起の可能性を示
すストローブ点を検出してそ
のストローブ点における聴覚
神経の活性度の時間積分等
を出力する帯域別処理部６４
と、その処理出力の位相遅
延を補正する遅延補正部６６
と、所定の窓時間内に検出さ
れたストローブ点時刻を統合
して活性度の積分値を出力
する活性度増分値合計部６
８と、その出力に基づき新規
事象生起時点を出力する極
大値検出部７２と、から構成
されている。


